
 

 

 

 

 

9 月 8 日（日）、セントポーリア愛の郷では《敬老の日会》が行われま

した。毎年 160 名を超えるご家族にお集まりいただきますが、この日は、

ご入居者・ご利用者のご健康とご長寿を願い、赤飯に和風ステーキと天

ぷらを添えてお出ししました。お肉が大好き！と言われるご入居者も多

く、喜んで頂けたようです。ところで、当施設では今年満 100 歳を迎え

られる方が 3 名おられますが、満 100 歳と言えば、大正 2（1913）年の

お生まれになります。その頃の総理大臣といえば、長州閥の桂
かつら

太郎
た ろ う

や薩

摩閥の山本
やまもと

権兵衛
ご ん べ え

、そして翌年には第一次世界大戦が始まりますが、時

の総理は佐賀閥の大隈
おおくま

重信
しげのぶ

で、日本史の教科書でしか顔を見たことがな

い藩閥
はんばつ

政治家と同時代を過ごされたと考えると、憧憬に近い感情を持ち

ます。ちなみに西宮市だけでも今年満 100 歳を迎えられる方は 93 人も

おられるそうです。 

 この日、地域交流室から腹の底に響く太鼓の音が廊下にもれていまし

た。公演いただいたのは“八多太鼓”の名手中川俊彦さんと芦田和美さ

んで、太鼓の合間に入る絶妙トークに会場は大いに盛り上がりました。

尚、“ハタ”の語源については、古代、渡来人秦
はた

氏の勢力圏であったと

か、摂津
せ っ つ

国の端っこに位置していたからだとか、はっきりとはしており

ません。また、8 月 26 日（月）には、「ワイオリ」と「エ・ママ・ウク

レレ」の皆様によるハワイアン公演がありました。本格的なフラダンス

に会場からは大きな拍手がわき起こり、去りゆく夏を皆で惜しみまし

た。 
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愛の郷だより  VOL.79 

～～～社会のために貢献できる喜び～～～ 

東日本大震災を経験し、死と直面した若者たちは、「将来は社会のために役立ちたい。自分

が必要とされ、社会に役立つ人間となる使命感こそが生きる力になる。」と言います。逆境を

経験した人間が生きる機会を与えられた時に社会貢献への強い使命感が生まれるようです。 

 私達のように高齢者介護の世界に携わっている人間は幸せなことに社会貢献ができる環境

に立たせて頂いております。ご入居者・ご利用者のセントポーリア愛の郷での生活が楽しく

充実したものとなるように、職員全員が使命感を持って介護にあたります。 

 

   

【理事長 北嶋勇志】 
9 月 8 日（日）敬老の日会 

“““八八八多多多太太太鼓鼓鼓”””ののの名名名手手手ととと敬敬敬老老老ののの日日日会会会   



 応急手当ガイド  NO.5 

つい食べ過ぎてしまったり、つい遅くなる時の晩ご飯に注意 

＜いざという時のために＞ 
高齢者は錠剤の包装物に注意！ 

食物以外の物を飲み込んでしまう事を「誤飲（ごい

ん）」と言い、食物や胃の内容物が気道に誤って入って

しまう「誤嚥（ごえん）」と区別されます。 

 

家庭内の誤飲事故は 5歳以下の小児に多い 

のですが、加えて最近、高齢者の誤飲が増加 

傾向にあります。 

 

3 歳以下の乳幼児は何にでも興味があり、固形物はす

べて口に運び、誤飲を起こす危険性が常にある事を保護

者が認識しておくことが重要です。 

 

高齢者では、日常生活や介護に関連した入れ 

歯洗浄剤、せっけん、消臭剤など、身の 

回りのものによる事故が目立ってきています。 

特に錠剤を入れている PTP 包装（薬をアルミな 

どの薄い金属とプラスチックで 1錠ずつ個装し 

たもの）を誤飲してしまうケースが危険です。 

食道や胃に傷をつける事態があります。 

 

硬貨の誤飲は胃内やそれ以降の消化管内では、多くの

場合 2～3日放置すると自然排泄されます。 

医務課課長 黒崎志津代 

 
要注意なのは、ステンレス鋼合金で作られたロボット

玩具で、その手足や車の突起物が粘膜に引っ掛かって食

道に数日以上停滞する場合です。食道穿孔などを起こす

危険性があり、この場合は早く飲み込んだ物を除去しな

くてはなりません。 

 

ボタン電池は食道や胃内に数日間停滞すると、 

アルカリ液が流出して消化管に穿孔を起こす危 

険性があります。またリチュウム電池では、消 

化管接触部に電流が流れて潰瘍をを起こす危険 

性があります。 

 

誤飲するもので多いのは化粧品、 

たばこ、乾燥剤で全体の半数を占 

めています。特にたばこの誤飲は 

心配になりますが、胃洗滌するま 

ではないと思います。胃液内では 

ニコチンは溶出しにくいことと、周りが考える程は食べ

ていないことが多いためです。その場合は注意深く観察

し、嘔吐に気を付けてください。 

 

子供の誤飲予防の原則は、手の届くとこ

ろに興味を持ちやすいものを置かないよ

うにしましょう。 

 

管理栄養士 前田佐江子 

 
 

 
夜遅く食べると太りやすく、生活習慣病の原

因になる理由 

1.活動量が少なく消費エネルギーが低い 

夜は活動量が少ないため、食事からとったエネル

ギーが消費されにくいのが特徴です。そのため余分

なエネルギーは体脂肪として蓄積されやすくなりま

す。 

2.食事誘導性熱産生(DIT)が低い 

DIT とは、食事をしたときに胃や腸で消化・吸収

される際に消費されるエネルギーのことです。DIT

は朝が最も高く、夕方から減り、夜にもっとも低く

なります。 

朝と同じものを食べても夜はDITによる消費エネル

ギーが少ないぶん、太りやすいと考えられます。 

3.たんぱく質 BMAL-1 が脂肪をため込む 

たんぱく質BMAL-1とは体内時計を調整する遺伝

子群のひとつで、脂肪を貯蔵させる司令塔の役割が

あります。体内の BMAL-1 は午後 10 時から午前 2

時頃がもっとも多くなるため、この時間帯の食事は

太りやすくなります。 

 

夕食は 1 日の疲れを癒したり、家族や仲間

との会話を楽しんだりするひとときです。 

秋の夜長についつい夜更かしをしてしまい

ますが、眠る前の食べ過ぎにはリスクを伴う

ので充分注意しましょう。 

1. 低エネルギー・低脂肪の食材を選ぶ 

主菜は低脂肪で良質たんぱく質源になる白身魚や豆腐

などがおすすめです。 

脂肪の多い食材は胃もたれの原因になるので控えまし

ょう。 

2. 消化しやすいように油少なめの調理にする。 

茹でたり蒸したり、油を使わない調理法にしましょう。 

油脂は高エネルギーのほか消化に時間がかかり安眠を

妨げます。 

3. よくかんで 20 分以上かけて食べる。 

消化に負担がかからないようによくかんで食べます。 

２０分以上かけて食べると脳の満腹中枢が刺激され食べ

過ぎを防げます。 

夜遅めの夕食のポイント Point 



 
8 月・9 月にご協力いただいたボランティア 

の皆様ご協力ありがとうございました。 

（敬称は省略させていただきます） 

 

折り紙 ：廣瀬公子 

絵手紙  ：中川孝一 

ピアノ ：重松久代 

書道 ：溝口佳子 

お誕生日会 ：北嶋庸子 

なかよしグループ ：西村敦子、藤吉フジコ 

  平原多加子、竹下夏子、平本弘美 

  常見好子、仲 村枝、金原隆幸 

お楽しみ会  ：中南正、中南ヒロ子、北原節子 

  武田紘子、陰山君代 

ﾌﾗﾀﾞﾝｽ&ｳｸﾚﾚ   ：増田典子、末原章子、野田洋子 

[ﾜｲｵﾘ＆ｴ･ﾏﾏ･ｳｸﾚﾚ] 中井紀子、島崎康子 

河内音頭  ：中川俊彦、芦田和美 

 

お楽しみ会 8 月 16 日（金） 
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日
）
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今回は先日鳥取県で行われた音楽療法学会全国学術大会の模様をお伝えいたします。山陰での開催は初めて。場所

は米子市のコンベンションセンター文化ホールで、様々な講演や研究発表を聴講しました。今回の大会テーマは「音

楽療法の役割を再考する～個のつながりや地域とのつながりを通して」というもので、特に医学界や行政の立場から、

社会福祉における音楽療法の役割に力点が置かれておりました。講演された医師の中には講義の最後に涙ながらに自

分の思いを語られた方もおられました。圧巻だったのは今年で 102 歳を迎えられる聖路加国際病院の理事長であり、

本学会の理事長もされている日野原重明先生が講演時間一時間半立ちっぱなしで熱弁されたことです。毎年日野原先

生に全国の音楽療法士が元気や勇気をもらえるのも本学会の醍醐味となっています。また「ふるさと」「春が来た」「お

ぼろ月夜」の作曲者である鳥取県出身の岡野貞一さんを記念したコンサートもあり、交流会では音楽療法士が親睦を

深めました。 

今回の学術大会は私たちにとって忘れられない大会になりました。ポスター形式で事例発表をすることができたか

らです。ボードに研究内容をまとめたポスターを貼って、その前に立ち、閲覧する聴講者と質疑応答を交わす発表ス

タイルです。一時間の持ち時間が与えられ、緊張の面持ちでポスター前に立ちました。不安で一杯でしたが、多くの

参加者に閲覧・質問して頂き、終わってみると、「もっと工夫できたな」と反省するところもありましたが、それでも、

我々の発表を聴講くださった方々からは、「今度是非セントポーリアまで観に行かせてください」とのお言葉も頂きま

した。一番驚かれたのは、一つの特養に複数の音楽療法士が配置され、来年 4 月にはまた新たに 3 名もの音楽療法士

が採用されるという点でした。ここまで音楽療法に力を入れている特養は全国的にも珍しいようです。 

 

 アンコールは“川の流れのように” 

 

※予定は変更になる場合があります。 

武田紘子さんは素敵なステージ衣装をお召しになられ、

「川の流れのように」を熱唱頂きました。 

2013 音楽療法学会 全国学術大会 in 鳥取 9 月 6 日（金）～8日（日） 
音楽療法士 

中原 大輔 



 

 

 

官
は
あ
の
時
、
近
衛
首
相
に
、
『対
米
戦
に
は
勝
算
な
し
』
と

だ
け
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
断
じ
て
い
る
。
確
か
に
日
本
海

軍
は
米
英
相
手
に
勝
て
る
設
計
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
列
国
共
通
の
財
政
難
の
中
、
米

国
は
建
艦
制
限
を
提
案
し
た
。
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
で
調
印
さ
れ
た
海
軍
軍
縮
条
約
で
は
主
力

艦
（
戦
艦
）
の
各
国
保
有
率
が
、
米
５
・英
５
・日
本
３
と
、
対

米
英
六
割
と
な
っ
た
。
全
権
の
一
人
加
藤
友
三
郎
海
相
は

会
議
に
先
立
ち
、
軍
令
部
か
ら
主
力
艦
の
対
米
七
割
絶
対

保
有
と
の
要
求
を
受
け
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
米
国
提

案
の
対
米
英
六
割
を
快
諾
し
た
。
加
藤
海
相
は
、
「
仮
に
七

割
に
こ
だ
わ
り
条
約
が
成
立
せ
ず
、
無
制
限
の
建
艦
競
争

時
代
と
な
れ
ば
、
日
米
の
国
力
の
差
か
ら
、
将
来
そ
の
保
有

比
率
は
対
米
六
割
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
。
よ
っ
て
こ
の
条

約
は
実
は
日
本
に
有
利
で
あ
る
」と
の
見
解
を
示
し
た
。 

 
そ
れ
に
し
て
も
蓋
し
卓
見
で
あ
る
。
加
藤
海
相
は
会
議

に
随
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
堀
悌
吉
中
佐
に
、
海
軍
次

官
宛
伝
言
と
し
て
次
の
よ
う
に
筆
録
さ
せ
て
い
る
。 

 

「
国
防
は
軍
人
の
専
有
物
に
あ
ら
ず
。
戦
争
も
ま
た
軍

人
に
て
な
し
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
（
中
略
）
仮
に
軍
備
は

米
国
に
拮
抗
す
る
の
力
あ
り
と
仮
定
す
る
も
、
日
露
戦
争

の
ご
と
き
少
額
の
金
で
戦
争
は
で
き
ず
。
し
か
ら
ば
そ
の
金

は
ど
こ
よ
り
こ
れ
を
得
べ
し
や
と
言
う
に
、
米
国
以
外
に
日

本
の
外
債
に
応
じ
得
る
国
は
見
当
た
ら
ず
。
し
か
し
て
そ
の

米
国
が
敵
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
途
は
塞
が
る
る
が
故
に

（
中
略
）
結
論
と
し
て
日
米
戦
争
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
国
防
は
国
力
に
相
応
す
る
武
力
を
備
う
る
と
同
時

に
、
国
力
を
涵
養
し
、
一
方
外
交
手
段
に
よ
り
戦
争
を
避

く
る
こ
と
が
目
下
の
国
防
の
本
義
な
り
と
信
ず
」 

 

大
正
十
年
に
お
け
る
加
藤
の
識
見
は
そ
の
ま
ま
大
東
亜

戦
争
前
の
海
軍
が
ぶ
れ
ず
に
保
持
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

加
藤
の
考
え
は
そ
の
後
海
軍
部
内
で
は
《
条
約
派
》
と
呼
ば

れ
る
人
々
に
継
が
れ
た
が
、
一
方
で
加
藤
の
考
え
を
屈
辱

と
し
、
あ
く
ま
で
自
主
海
軍
の
建
設
を
標
榜
す
る
《艦
隊
派 

〒651－1421 西宮市山口町上山口1584-1  TEL：078－907－1165 FAX：078－907－1166 E－mail：info@ryokuhokai.com  URL：http://www.ryokuhokai.com/ 

 苦情相談窓口の注意事項 

苦情相談は苦情受付担当者を窓口とし
て苦情相談受付ボックスにて受け付け
ております。ユニットの介護・看護職
員でなく、苦情受付担当者にお申し出
下さいますようお願い申し上げます。
ご協力の程よろしくお願い致します。 

～編集後記～ 

 

～～～“昭和青春譜”の衣替え～～～ 

当初、二・二六事件を描こうと考え、『王城の叛逆者』と題していまし

た昭和青春譜シリーズですが、行きがかり上、大東亜戦争開戦への道標

を描こうと思い直し、『郷だより』第 73 号から『波濤
は と う

の果て』の連載と

改めさせていただきます。『王城の叛逆者』は別稿として後日より改めて

連載し直しますので何卒ご容赦くださるようお願いいたします。 

 

 

 

『
波
濤

は

と

う

の
果
て
』【
７
】 

 

昭
和
青
春
譜 

シ
リ
ー
ズ
① 

大
東
亜
戦
争
開
戦
へ
の
道
標 

 

》と
呼
ば
れ
る
人
々
も
産
み
出
し
対
立
し
た
。 

 

艦
隊
派
と
条
約
派
が
誕
生
し
た
の
は
、
一
九
三
○
（
昭

和
五
）年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
海
軍
軍
縮
条
約
調
印
を
契
機
と

し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
煮
え
湯
を

吞
ま
さ
れ
た
と
す
る
後
の
艦
隊
派
の
母
胎
と
な
っ
た
軍
令

部
は
、
全
権
団
に
対
し
、
大
型
（
重
）
巡
洋
艦
の
対
米
七

割
、
潜
水
艦
現
有
七
万
八
千
屯
の
保
有
を
要
求
し
た
が
、

結
局
又
も
下
回
る
線
で
調
印
と
な
っ
た
。
軍
令
部
が
こ
だ
わ

る
対
米
戦
の
想
定
戦
闘
は
、
出
撃
し
て
く
る
米
艦
隊
を
南

太
平
洋
に
潜
ま
せ
た
潜
水
艦
の
雷
撃
で
特
に
敵
戦
艦
を
漸

減
し
つ
つ
、
連
合
艦
隊
主
力
は
日
本
近
海
で
迎
撃
し
、
艦
砲

戦
で
決
着
を
付
け
る
と
い
う
日
本
海
々
戦
の
再
現
を
夢
想

す
る
も
の
だ
っ
た
。
よ
っ
て
軍
令
部
は
潜
水
艦
と
劣
勢
の
戦

艦
数
を
補
う
大
型
巡
洋
艦
の
保
有
に
固
執
し
た
。 

 

憤
激
し
た
艦
隊
派
は
、
当
時
ま
だ
存
命
し
て
い
た
“
神

様
”
東
郷
平
八
郎
を
担
ぎ
出
し
て
、
条
約
派
に
揺
さ
ぶ
り

を
か
け
た
。
老
齢
の
東
郷
は
既
に
海
軍
の
職
制
か
ら
離
れ
て

い
た
が
、
現
役
の
元
帥
で
あ
り
、
不
世
出
の
英
雄
の
威
厳
は

強
力
で
あ
っ
た
。
井
上
が
東
郷
を
一
等
大
将
と
考
え
な
か
っ

た
の
は
、
晩
年
の
東
郷
が
艦
隊
派
に
担
が
れ
、
晩
節
を
汚
し

た
と
見
た
か
ら
だ
。
井
上
は
言
う
、
「
人
間
を
神
様
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
神
様
は
批
判
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
」 

 

艦
隊
派
の
攻
勢
は
続
き
、
伏
見
宮
軍
令
部
総
長
の
圧
力

に
屈
し
た
大
角
岑
生
海
相
の
い
わ
ゆ
る
、
《
大
角
人
事
》
に

よ
っ
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
多
く
の
条
約
派
提
督
が
予

備
役
に
編
入
（
ク
ビ
に
）さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
山
本
五
十

六
の
盟
友
で
、
井
上
が
最
も
尊
敬
す
る
海
軍
軍
人
の
一
人

に
挙
げ
た
堀
悌
吉
中
将
も
含
ま
れ
て
い
た
。
〈続
く
〉 

 
※
上
段
の
隠
れ
写
真
は
真
珠
湾
攻
撃
に
む
か
う
日
本
の
機
動
部
隊 

 

独
国
の
背
信
行
為
で
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
が
一
度

流
産
し
た
時
、
天
皇
は
、
「
こ
れ
で
陸
軍
が
目
覚
め
る
こ
と

と
な
れ
ば
か
え
っ
て
幸
せ
だ
ろ
う
」
と
漏
ら
さ
れ
た
と
言

う
。
対
英
米
協
調
こ
そ
が
日
本
外
交
の
基
本
と
常
時
考
え

て
お
ら
れ
た
天
皇
の
偽
ら
ざ
る
心
境
で
あ
っ
た
。
天
皇
は
同

時
に
同
盟
に
反
対
し
た
米
内
光
政
海
相
を
髙
く
評
価
し

た
。
米
内
は
後
の
及
川
古
志
郎
と
は
違
い
、
「
日
本
は
対
米

英
戦
に
勝
て
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
設
計
に
な
っ
て

い
な
い
」と
公
言
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
。 

 

米
内
海
相
の
も
と
、
海
軍
軍
務
局
長
を
務
め
た
井
上
成

美
は
帝
国
海
軍
史
上
に
誕
生
し
た
海
軍
大
将
を
評
し
て
、

「
一
等
大
将
も
い
れ
ば
三
等
大
将
も
い
た
」
と
述
べ
た
。
井
上

曰
く
、
《
三
等
大
将
》
と
は
、
「
力
量
不
足
な
の
に
大
将
に
な

っ
た
人
物
の
こ
と
で
、
識
見
も
何
も
な
い
人
物
の
こ
と
で
す
」

と
。
《
三
等
大
将
》
と
は
具
体
的
に
は
永
野
修
身
、
及
川
古

志
郎
、
嶋
田
繁
太
郎
あ
た
り
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
日
米
開
戦
を
巡
っ
て
、
「
海
軍
は
対
米
戦
に
勝

算
な
し
」
と
明
言
し
な
か
っ
た
提
督
た
ち
で
、
逆
に
彼
が
《
一

等
大
将
》
と
考
え
て
い
た
の
は
、
加
藤
友
三
郎
や
米
内
光
政

と
い
っ
た
“
日
本
は
絶
対
に
米
英
と
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
”
と

の
信
念
を
持
っ
て
行
動
し
た
提
督
た
ち
で
あ
っ
た
。 

 

井
上
は
日
本
海
々
戦
の
英
雄
東
郷
平
八
郎
や
真
珠
湾

攻
撃
を
実
行
し
た
山
本
五
十
六
も
《
一
等
大
将
》
と
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
東
郷
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

山
本
に
つ
い
て
は
、
開
戦
の
恐
怖
に
か
ら
れ
た
近
衛
文
麿
首

相
か
ら
、
対
米
戦
に
な
っ
た
場
合
の
戦
局
の
推
移
を
問
わ
れ

た
際
、
「
是
非
私
に
や
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
一
年
か
一
年
半

の
間
は
存
分
に
暴
れ
て
御
覧
に
入
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

先
の
こ
と
は
全
く
保
証
で
き
ま
せ
ん
」
と
回
答
し
た
こ
と
が

ど
う
も
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
山
本
も
米
内
に
劣

ら
ず
対
米
英
戦
反
対
論
者
で
あ
っ
た
が
、
当
時
連
合
艦
隊

司
令
長
官
と
い
う
実
戦
部
隊
長
と
し
て
の
立
場
が
山
本
に

思
わ
ず
武
人
と
し
て
の
意
気
込
み
を
吐
露
さ
せ
た
の
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
辛
口
で
な
ら
す
井
上
は
戦
後
、
「
山
本
長

官  

 

加藤
かとう

友三郎
ともさぶろう

 

東郷
とうごう

平八郎
へいはちろう
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